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（目的） 
近年、小学校低学年の学習困難に対する支援の必要性が

指摘されている。中ら（2014）は、漢字学習困難に対する

支援として、小学 2 年の段階でリスク要因を早期に評価し、

その軽減を図る指導が効果的であることを指摘した。 
漢字書字の誤答特徴について、従来の研究（宮内，2008；

大庭，2013）では、漢字の誤字のパターンや特徴が示され

ているものの、低成績児に特化したものは少ない。そこで、

本研究では中村ら（2017）における誤答を細分化し、重度

低成績児および要配慮児の誤字特徴を検討することを目的

とした。 
（方法） 
東京都の小学校 13 校に調査を依頼し、アンケートの回収

があった 7 校の通常学級に在籍する小学 2 年生（435 名）

を対象とした。保護者への調査研究の同意は、研究趣旨を

文書で伝え、小学校を通して行った。調査結果については、

個別の情報として学校長および各担任教師に報告を行い、

あわせて低成績児童に対する支援方法や教材の情報を提供

した。調査漢字は、実施学年の 1 年前の学年配当漢字から

17 文字出題した。 
本研究では、漢字書字低成績として、無回答の構成度数

が隣接区間と比べて顕著に高かった 0～5 パーセンタイル

区間を重度低成績児とした。2 年生の書字テストの 5 パー

センタイル値の得点は、72.2 であった。また、アンケート

により教員が「学習上の配慮を行っている」とあげた児童

を、要配慮児として評価した。 
中村（2017）においては、漢字書字テストの反応タイプ

を「正答」「無回答」「誤答」に分類した。今回、誤答のパ

ターンを、無回答を含む 10 パターン（非字、音韻、意味、

形態類似、一部再生、1 画多、1 画少、鏡、その他）に分

類し、漢字書字の重度低成績児及び要配慮児の誤答の特徴

について検討した。 
（結果） 
各誤答の誤字の例を表 1 に示した。435 名中、重度低成

績児（N=13）、要配慮児（N=22）、であった。要配慮児は、

1 画多が最も多く、次いで音韻、その他、意味、非字など

誤答の種類が広く分散された（図 1）。重度低成績児は、一

部再生が最も多く、次いで無回答、非字が多いという結果

であった（図 2）。また、要配慮とされかつ重度低成績であ

った場合の児童（N=16）についても検討した結果、無回

答が 36％を占めた（図 3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

表 1 誤答の分類と誤答例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（考察） 

担任が配慮を判断する場合の要因については、判断の指

標が多岐にわたることが示唆された。一方、要配慮と判断

され、かつ重度低成績であった場合には無回答が多くなる

ことから、無回答の割合が支援の際の指標に有効であるこ

とが指摘できた。今後、3～6年生についても分析し、誤答

特徴や発達的変化、その支援について検討する必要がある

と考える。 
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分類 誤字例 

非字 

 

音韻 大
お お

     大
だ い

  一
ひ と

 

意味 金   町  車 

形態類似 手   車 

一部再生 
  

1 画 多 
  

1 画 少 

 

鏡 
  

その他 関連性のない他字 等 

図 1 要配慮            図 2 重度低成績            図 3 重複  
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